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高校教育 課長　殿
学校整理番号（３桁） 077

県立 津久井浜高等学校 長　

学校運営協議会活動状況報告書 （令和６年度）

名称 津久井浜高等学校学校運営協議会 委員数 9人 開催回数 3回

※協議会、事務局、部会等の構成が分かるように記載してください。
　組織図（画像）の貼付も可。

R5年６月16日 ８人

R6年９月９日 ７人

R6年３月21日 ６人

年　月　日 人

取組状況
（選択式）

委員の意見を
学校運営に生
かせたか。(選
択式)

はい

地域との協働
による取組が
推進できた
か。(選択式)

はい

地域との協働
による取組が
推進できた
か。(選択式)

はい

令和6年3月28日

部会の取組
結果

※部会ごと
に書いてく
ださい

※足りない
場合は行を
追加してく
ださい。

学校運営
協議会
組織体制

開催の概要
（行が足り
ない場合は
追加してく
ださい）

開催日
出席
委員数

地域連携部会

学校評価部会

キャリア・学習
部会

主な議事・活動内容と学校運営協議会委員の意見
主な議事内容 学校に対する意見 教育委員会に対する意見

コミュニティ・スクール
に関する動画の感想以外
は特になし

・文化祭視察
・コミュニティ・ス
クールに関する動画紹
介
・各部会

・生徒が生き生きとしてお
り、文化祭を存分に楽しも
うという気持ちが伝わっ
た。多くの生徒が津久井浜
高校に愛着を持っているこ
とがわかった。

・創立50年を控え、老朽
化している施設・設備が
増えているので、生徒の
安全のために、予算措置
をお願いしたい。

・自己紹介、授業見学
・R4学校評価報告、R5学
校目標設定の確認
・地域との連携について
（協議）

・生徒は落ち着いており、
よく授業に取り組んでい
る。本校を希望している中
学生も多いので、今後も地
区が誇れる学校を継続して
もらいたい。

・各グループより、年間
活動総括
・R5学校評価報告　達成
状況と課題の共有および
協議
・各部会

・インクルーシブ教育につい
ての情宣がやや足りないと感
じる。HP等を活用して積極的
に発信を。地域との連携で
は、周辺の団体にもっと働き
かけをしたらどうか。

特になし

成果（具体的な取組内容と結果）
地域の観光協会と連携し、各種イベントのボランティアとして一部の本校
生徒が参加し、大変好評価を得た。また、地域清掃も継続的に行い、地域
の美化に対する意識向上が図られた。

課題（今後の取組へ向けた課題）
今後は、地区の小、中学校や、商工会議所等の団体とも連携を図り、生徒
のキャリア教育や地域貢献の意識向上を目指すための方策を考える。

成果と課題

成果（具体的な取組内容と結果）
小・中学校関係者からは、進学先としての津久井浜高校を忖度なくとら
え、意見をいただいた。また、企業側の視点から、学校以外の団体との連
携について貴重な提案をいただき、今後是非活用したい。

課題（今後の取組へ向けた課題）
進学を目指せる中堅校として、地域の期待は大きい。加えて、インクルー
シブ校としての役割をどう果たすのか、今後も不断の検証による質の向上
を目指す必要がある。

成果（具体的な取組内容と結果）
一人一台端末の積極活用を目的とした授業研究や、ロイロノートの試験的
導入により、職員の授業改善に対する意識が向上し、主体的かつ教科横断
的な授業つくりに寄与した。

課題（今後の取組へ向けた課題）
一人一台端末を活用した学習アプリ（ロイロノート・Classi)を、学習だけ
でなく、キャリア教育にも生かした活動ができるよう、年間を見通した計
画立案が必要である。

地域連携部会 教員と運営協議会委員で地域連携に関する取組の協議

評価・連携Ｇ・生徒支援

Ｇ・管理・運営Ｇ・

インクルーシブＧ

学校運営協議会 学校運営の基本方針の理解・承認　現状の課題の共有
学校支援・地域活性に関する協議

評 価 部 会 学校目標に向けた取組の評価

キャリア・学習部会 教員と運営協議会委員で教育活動の活性とキャリア教育に関する

取組の協議
　キャリア教育Ｇ

　カリキュラム開発Ｇ


